
静岡大学農学部による農作業支援と炉端ゼミにより地域住民と交流               

 

＜静岡県＞ 

市町村・集落の名称 静岡市葵区大代地区 

協働の相手（企業や大学等） 

の名称 

静岡大学農学部（静岡県静岡市） 

仲介者・コーディネーター 

の名称 

静岡県 

協働のポイント 

 

農業環境教育の場として、学生が農作業支援や集落の環境

整備を通して地区住民と交流し、中山間地の抱える課題の解

決策を探る3年間のプログラムである。 

 

協働のきっかけ 

・経緯 

静岡大学が3年間にわたって行うことを決めた「農業環境

教育プロジェクト」と本県の推進する「一社一村しずおか運

動」の趣旨が一致した。 

取組の具体的な内容 地区の空き家を宿舎として借り、2ヶ月に一度、一泊二日

で訪問し、農作業支援等を行う。 

また、地域住民を講師に炉端ゼミを開き、交流する。 

農村地域への効果 継続的な活動と交流を通して、学生のアイデアにより茶業

振興等の地域の課題を解決するきっかけが生まれることを

期待している。 

都市部の主体（企業や大学等）への

効果 

農作業や環境保全活動を通して中山間地域が抱える様々

な問題を広い視野で捉えることのできる人材の育成につな

げる。 

 

仲介者等の役割 ・農山村地域とのマッチング 

・研究会・交流会等への参加 

今後の課題 活動を通して地域の抱える問題を明らかにし、問題解決の

ための糸口を見つけ出すこと。 

関連事業（国・都道府県等） 「一社一村しずおか運動推進事業」（静岡県） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（活動状況写真等） 
 
 


